
女
子
大
國
文
 
第
百
三
十
四
号
 
平
成
十
五
年
十
二
月
二
十
日

,『
曽

我

』

伝
本

中

の

「誤

用
」

例

少

々

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
田
 
 
上
 
 
 

 
 
稔

 

活

用
語

連

体

形

へ
の
助

詞

「
の
」

下

接

が

一
般

化
す

る

の
は
、

室

町
時

代
末
期

以

降

、

「準

体
法

」

の
成

立

に

よ

っ
て
で
あ

る

と
、

考

え

ら

れ

て

い
る
。

連

体

形

が

、

そ
れ
自

ら

の
形

に

お

い
て
準
体

資

格

を
持

ち

得
な

く
な

る

の
を
待

っ
て
、

い
わ
ば

、

そ

の
機
能

の
欠

落

を
補

う

よ
う

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

ハ 
ユ 

に
、

連

体

形

に

「
の
」

を

下
接
さ

せ

る
準
体

句

が
成

立

し

た
、

と
考

え

ら

れ

る

の
で
あ

る
。

 

そ

う

し
た

準

体

法

成

立

以
前

に
、

け

れ

ど

、
活

用

語
連

体

形

に
下
接

す

る
現
象

を

助

詞

「
の
」
が

見

せ

て

い
る

こ
と

も
、

ま

た

、

周

知

の
事

実

で

あ

る
。

「活

用

語
連

体

形
+

の
+
体

言

」

の
型

を

も

つ
、

そ
れ

は
、
連
体

形

と

い
う

活

用
形

の

「連

体

」

の
機
能

と

、
助

詞

「
の
」

の

「連

体

」

の
機
能

と

が

重
複

す

る
た

め

に
、

「誤

用
」

と

さ

れ
、

或

い
は
、

特
定

の
領
域

で

の

「変

則

的

」

な

構
造

、

と
位

置

づ

け

ら

れ

る

の
が

一

般

的

か

と
思

う
。

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

ハに
 
り

 

早

く
、

本

居

宣

長

も

、
『
古
事

記
伝

』

巻

一

「訓

法

の
事

」
中

に

お

い
て
、

 

 

 
 

 

 
ノ
 
 
 
 
 
 
 
 ヨ
ノ
ツ
ネ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ズ
 
ム
 
 
 
 
 
 
 
 
ズ
 
ム
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 オ
ホ
カ
タ
ハ
タ
ラ
キ
コト
パ
 
 ノ
キ

 
 
[
団

口

能

と
訓

こ
と
尋
常

の
ご
と

し
、
但
し
必
読

べ
き
と
、

必
読
ま

じ
き
と
あ

り
、
大
凡

用
 
言
に
属
た
る
は
、
漢

文

の
格
な

れ
ば
、

 

 

ス
テ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ア
ガ
ウ
 
メ
 
ル
む
ミ
コ
 
 
 
 
 
イ
デ
ム
カ
フ
む
ト
キ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ノ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ノ
 
ノ

 

 

捨

て

訓

べ

か

ら

ず

。

吾

所

生

之

子

、

ま

た

出

向

之

時

、

こ

れ

ら

な

り

、

【
こ

の

類

を

能

と

よ

む

は

、

皇

国

語

に

あ

ら

ず

、

後

世

人

、

か

》

 

 

 

 

 

 

ノ

 
ク
ハ

 

 
フ

 
 
カ
ラ
ブ
ミ
ヨ
ミ

 
ク
セ

 
ウ
ソ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

ヰ
コ
ト
パ

 
ソ
キ

 

 

 
ズ

ム

 

 
 
ア
メ
ノ
ナ
ニ
ク
ニ
ノ
ナ
ニ

 

ヒ

 

 

る

処

に

も

之

を

加

へ
て

云

は

、
漢

籍

読

の

癖

の

移

り

た

る

に

て

、

ひ

が

こ

と

な

り

、
】
体

言

に

属

た

る

は

必

読

べ

し

、
天

之

某

国

之

某

の

類

、
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ア
ハ
ヂ
 
ノ
 
ホ
 
ノ
 
サ
ワ
ケ
 
 
 
 
 
 
カ
 
ク
 
 
 
 
 
 
ノ
 
 
 
 
 
 
 
 
ミ
 
フ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 タ
ン
カ
 
 
 
ノ
 
 
 
 
キ
 
ヘ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ
 
 
 
 
リ

 

 

淡

路

之

穂

之

狭

別

な

ど

、

如

此

さ

ま

の
能

て

ふ

辞

、

読

添

べ
き

処

に

は

、

丁

寧

に
之

字

を

書

添

て
、

古

語

を

明

ら

か

に

せ

り

、

後

世

に

誤

 

 

 

 

ノ
 
 
ハ
ブ
キ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ
 
 
 
 
 リ
 
 
タ
ダ
 
 
 
 
 
 
 
 
ク
ニ
ノ
ト
コ
タ
チ
ノ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ア
ヤ
マ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ノ
コ
 
コ

 

 

て

、

能

を

略

て

よ

む

た

ぐ

ひ
、

此

記

に
依

て

正

す

べ

し

、

【
国

之

常

立

神

を

、

ク

ニ
ト

コ
タ

チ

と

詑

れ

る

た

ぐ

ひ

お

ほ

か

り

、
】

又

一
此

処

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ノ

ノ
ハ
テ

カ
ラ
ピ
ト

サ
マ

タ
ガ

 

 

の
昔

の
漢

文

に

用

ひ

な

ら

へ
る

之

字

あ

り

、

凡

て
句

終

な

ど

に

置

る

、

漢

人

の
書

る

格

に
違

へ
る

が

、

書

紀

な

ど

に

も

多

き

な

り

、

そ

の

 

 

た

ぐ

ひ

必

訓

べ

か

ら

ず

、

と

述

べ

て

い

る
。

・
た

と

え

、

「
誤

用

」

で

あ

る

に

し

て

も

、

「変

則

用

例

」

で

あ

る

に

し

て

も

、

何

故

、

そ

こ

に
存

在

し

得

た

の

か

に

つ

い

て

は

、

考

察

し

て

お

く

必

要

が

あ

る

だ

ろ

う

。

本

稿

は

、

そ

う

し

た

問

題

を

手

掛

か

り

に

、

『
曽

我

物

語

』

伝

本

中

の

用

例

に

つ

い

て

、

少

し

ば

か

り

の
考

察

を

し

て

み

た

い
。

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
ハた
ヨ
リ

 
『
万
葉

集

』

中

の
次

の
よ

う

な

用

例

に

つ
い
て

は
、

浅

見
徹

氏

ら

の
御
考

察

に

よ

り
、
助

詞

「
の
」

に
上

接

す

る
活

用

語

は

終

止

形

で
あ

る

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
ハだ
る
り

こ
と

が

、

既

に

明

ら

か

に
さ

れ

て

い
る
。

 

 

.
絶

え

む

の
心

(絶

牟

乃

心

)
巻

十

二

・
三
〇

七

一

 

連

体

形

に
下
接

す

る
助

詞

「
の
」

用

法

は
、

鎌
倉

時

代

以
降

、

漢

文

訓
読
体

の
影

響

の
も

と

に
成

立

し

た
と
言

わ

れ

て

い
る
。

訓

読
さ

れ

る

漢

文

中

の

「助
字

」
と

し

て

の

「
之
」
字

に
、

端

を

発
す

る

の
で
あ

る
。

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 な
ら
ソ

 

文

末

に
於

い
て
も
、
「
そ

の
上

に
来

る
字

が
陳

述

を

す

る

こ
と

を

示
す

用

を
な

せ

る
も

の

」
で
あ

っ
て
、
日
本

語

と

し

て

の
読

み
を

持

た

な

い

 

 
 

 

 
 
ハた
 
り

も

の
が

あ

っ
た

が
、

文

中

に

お

い
て
も

、

 

 

ノ
ヘ 
ナ
ル
 
 
 
 
 モ
ノ
 
 
 
 
 
 
 
 カ
らだ
フ
 

 

 

野

朗

[
之

]
者

其

唯

法

師

乎
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の
よ

う

な

「之

」
字

は

、

不
読

字

で
あ

つ
た
。

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 

ハ 
 
り

 
文

中

で
活

用

語
連

体

形

に
下
接

す

る
、

後
者

の
よ

う
な

「
之
」

に

つ
い
て

は
、

小
林

芳
規

氏

が

 
 

漢

文

の

「之

」

を

中

間
に

お

い
て

上

下

の
語

句

を
接

続
す

る
構

文

の
訓
読

は
古

く

は
、

 
 

 

ア
イ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
マ
ツ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ハ

 
 

 

埃

累

の

〔之

〕

間

に
纏

ハ
レ
て
未

だ

簑
-
区

の

〔之
〕

表

に

出

(
で
)
ず

 

 

 

 

 

 

 

(知
恩

院

蔵

三
蔵

法

師

表

啓

平
安

初

期

点

)

 
 

 
 

 

 
 

か

よ

ハと
こ
リロ

 
 

 

章
-

衣
-

之
践

み
籍

り

シ
所

は

(同
右

)

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

コ 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
 
  
 
 
  
 
スス

 
 

 

然

(
る
)

後

に

(
し
)

て

[
以

]
沈

病

(音

)

ノ

[
の
]

[
之
]

宿
-
疾

を

清
ギ

[
ぐ
]

 

 

 

(地

蔵

十
輪

経

序

、

元
慶

七

年
点

)

 
 

 
 

 

 
 

は 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
キ
ャ
ク

 
 

 

神

呪
心

経

者

、

斯

し
蓋

シ
三

際

種
智

之
格

●
言
、

十
地

証
真

之
極

.
趣
な

り

[也

]

(西
大

寺
本

不
空

絹
索

神

呪

心
経

序

、

寛
徳

二
年
点

)

 
 

の
よ

う

に

上

の
語

を
音
読

し

て
体

言

の
資

格

と
す

る
。

一
方

、

上

の
語

を

和

訓

に
読

ん

で
活
用

語

が
現

わ

れ

る
折

は
、

「之

」
字

は

必

ず

 
 

無

訓

で
あ

っ
て
、

読

ま
れ
な

か

っ
た
。

 
 

 

進

(
み
)

て

は
物

を
福

す

る

〔之
〕

功
有

(り
) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(法

華
義

疎

疏

序

品

長

保

四

年
点

)

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 な
 
り

と
述

べ
ら
れ

る
よ

う

に
、

漢
文

訓
読

に
際

し

て
は

不
読
字

で
あ

っ
た

と

考

え

ら
れ

て

い
る
。

 

と

こ
ろ

が
、

室

町
時

代

中
期

以
降

に
な

る
と

、

 
 

 

サ
ケ
ル
ノ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ハだ
い
り

 
 

漢

皓

避

レ
秦

之

朝

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(和
漢

朗

詠
集

私

注
 

永

正

五
年

書

写
)

の
よ

う

に
、

「之

」
字

付

訓

の
例

が

見

ら
れ

る

よ
う

に
な

り

、
や

が

て
、
漢

籍

訓
読

に

お

い
て

一
般

化

し

て

い

っ
た

と

い
う
。

 

こ
う

し

た
漢

籍

訓
読

に
準
じ

て
、

和

製
漢

文

、
所

謂
変

体

漢

文

に

お

い
て
も
、

連
体

形

に
下
接

す

る

「
之
」
字

は
、

本

来

、
読

ま
な

い

の
を

原

則

と

し

た
。

 
 

古

記
録

の
文
章

に
も

、
他

の
変

体

漢

文

に
お

け

る
と

同
様

に
、

必
ず

し

も
特

定

の
国
語

に
対

応
す

る
と

は
認

め

ら
れ

な

い
漢

文

の
助

字

と

 
 

見

る

べ
き

も

の
が

使

用
さ

れ

て

い
る
。

文
中

に
用

い
ら

れ

る

「
之
」
字

と

文
末

に

用

い
ら

れ

る

「 

」

「焉

」

「之

」

「夫

」

各

字

が

そ
れ

 
 

『曽
我
』
伝
本
中

の

「誤
用
」
例
少

々
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で
あ

る
。 

 

- 
 

 

 

 

 

 

 

' 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(峰

岸

明

氏

『
変

体

漢

文

』
)

と

こ
ろ

が

、

や

が

て
、

漢

籍

訓

読

に

お

け

る
連

体

形

下

接

「之

」
字

付

訓

と

軌

を

一
に

し

て
、
変

体

漢

文

連

体

形

下
接

「之

」
字

も

、

助

詞

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

ハだ
け
ね

「
の
」

と

し

て

の
読

み

を
、

助

詞

「
の
」

の
連

体

格

助

詞

と

し

て

の
文
法

的

機

能

を
、

獲

得

し

て

い

っ
た

、

と
さ

れ

る
。

そ

こ

に
、

「活

用

語

連

体

形

+
が

+
如

し
」
構

造

の
存
在

や

「ご

と

き

+

の

+
体

言

」
構

造

、

「連

体

形

+
が

+
た

め

」
構

造

の
存

在

が

大

き

な

機

縁

で
あ

り
得

た

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

へな
ぬ
り

で
あ

ろ

う

こ
と

、

小
林

芳

規

氏

や
吉

川

泰
雄

氏

御
指

摘

の
通

り

で
あ

ろ
う

と

思

う

 

こ
う

し

て
漢

籍

訓

読

や
変

体

漢

文

創

作

の
領
域

で

一
定

の
型

と

し

て

の
存
在

の
重

み

を
獲
得

し
た

「連
体

形

+

の

+
体

言

」

構
造

は
、

漢

字

仮
名

交

じ

り
文

へ
も

姿

を

見

せ

る
よ

う

に
な

る
。

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ハだ
の
り

 

 

か

く

の
ご

と

く

あ

ひ
戦

ふ

の
あ

ひ
だ

、
将

軍

す

で

に
せ
ま

り

て
、

ほ
と

ど

ま
ぬ

か

れ
が

た

か
り

け

れ
ば
 

 

 

 
(『
十

訓
抄

』

六

ノ

一
七
)

こ
の

『
十

訓
抄

』

本

文

が

、
『
陸

奥

話

記
』

本

文

の
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 
ハだ
リ
リ

 

 

如

此

之
間

、

殆

巨

得

脱
。

と

関
連

を
有

す

る

の
で
あ

れ
ば

、

ま

た

、

 

 

顕

仲

入
道

、

こ
れ

を

聞

き

て
、

か
た

つ
ら

に
馬

助
と

い
ふ
も

の
あ

る
が

、

和
歌

な

り

が
た

き

の
由
、

歎

き

け

る

に

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

(『
十

訓
抄

』

七

ノ

一
九

)

部

分

が

、

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

ハだ
お
り

 

顕
仲

入
道

聞

テ
、

傍

二
在

馬

助
某

和

歌

難
成

之

由

ヲ
歎

二
 

 

 

' 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(『
袋

草

紙
』
)

と
連

絡

を

有

す

る

の
で

あ

る
な

ら
ば

、

変

体
漢

文

と

和

漢

混
清

文

と

の
間

に
、

「連

体

形

+

の

+
体

言

」

構
造

を

巡

る
交

流

も
、

裏

付

け

ら

れ

 

 

 
ハだ
ほ
り

る
だ

ろ

う
。
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二

 

以
上

の
よ
う
に
、
本
来
は
助
字
た

る

「
之
」
字

に
読

み
を
付
与
す

る
こ
と
で

「連
体
形

+
の
+
体

言
」
が
成
立

し
た
と
し
て
も
、
本
来
、
読

み
を
持

た
な

い
も

の
で
あ

っ
た

「之
」
が
、
読
み
を
持
ち
始
め
る

の
は
、
何
時

の
頃
に
始
ま
る
の
で
あ

ろ
う
か
。

 
仮
名
書
き
さ

れ
た
連
体
形
活
用
語
尾
末

に

「之
」
字
が
続
く
古
例
と
し
て
は
、
峰
岸
明
氏
御
指
摘

の

『
玉
葉
』
建
久

二
年
十

一
月
二
十

一
日

条

の
も

の
が
あ

る
。

 
 
 

活
用

語

の
連
体
形
に
格
助
詞

「
の
」
を
伴
う
連
体
法

の
成
立

は
、

一
般
に
鎌
倉
時
代
と
見
ら
れ
て

い
る
が
、
次
な
ど

は
、
そ

の
最
も

早

 
 

い
時
期

の
事
例

に
な
ろ
う
か
と
思
う
。

○
寝
殿
東

面
四
ケ
間
、
加
御
手

水
間
定
、

有
押

出
、
非
如
法
之
打
出
、
只
女
房
着
用
之
衣

を
、
居

こ
ほ
れ
た
る
之
由
也
、

(
玉

葉

、

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハな
り
 

建

久

二

年

十

一
月

二

十

一
日

)

な

お
、

私

の
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
『
玉
葉
』
中
に
は
、
他
に
同
様

の

「之
」
用
例
を
見
出
し
得
な
か

っ
た
。

 
記
録

文
体

の
特
徴
を
よ
く
備
え

て
い
る
と
さ
れ

て
い
る

『
江
談
抄
』
に
も
、
既
に
、

そ
の
端
緒
と
目
さ
れ
る
用
例
が
見
出
さ
れ
る
。

そ

の
大

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ハだ
お
り

部
分

を
占

め
る
変
体
漢
文
体
記
述
箇
所

に
お

い
て
は
、

 
 

予
謁
主

殿
頭

公
経
之
次
、
語
此
事
。
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

(第

三
)

 
 
其

戸
面
有
打
物
跡
。
守
護
神
令
追
入
之
跡
也
。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

(第
三
)

 
 

毎

日
夜

々
参
詣
清
水
寺
之
間
、
於
宝
前
有
夢

想
。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

(第
四
)

 
 

但
不
蒙

勅
命

任
意
寄
詩
之
由
、
朝
家

可
被
召
問
。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

(第
四
)

の
よ
う

に
、
活
用
語
連
体
形
語
尾
末
と
被
連
体
装
定
体

言
と

の
間
に
、

「之
」
字
を
置
く

一
方

で
、

 
 
定

テ
欲
弾
カ
ト
思

テ
ウ
レ
シ
ク
思
間
、

目
暗
独
遣
心

テ
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
(第
三
)
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の
よ
う
な
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
体
記
述
箇
所
に
お

い
て
は
、
そ
れ
を
置
か
な

い
の
を
原
則
と
す
る
か
に
見
え
る
。
と

こ
ろ
が
、
漢
字
仮
名
交

じ

り
文
体
的

性
格
を

比
較
的
濃

く
見
せ
る
箇
所

で
あ
り
な
が
ら
、

「之
」
字
を
置
く
例
が
見
出
さ
れ

る
の
で
あ
る
。

 
 
篁

所
為
也

ト
被
仰
天
蒙
罪
ト

ス
ル
之
処
、
篁

云
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

(第
三
)

 
 
宣

義
力
無

ラ
ム
之
時
、
可
被
書
之
句
也
ト
云
。 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

(第
六
)

仮
名
表
記
さ

れ
た
活
用
語
連
体
形
語
尾

に
続

く
、

こ
の

「之
」
字
用
例

は
、
現
存
伝
本
が
当
該
本
文
を
正
確

に
伝
え
て

い
る
な
ら
ば
、
『
江
談

抄
』
成

立

の
西
暦

=

○
○
年
頃

に
は
、

「
之
」
字

に
読
み
が
与
え
ら
れ
、

「連
体
形

+
の
+
体
言
」
構
造
が
生
ま
れ
て
い
た
証
左
と
な
し
得

る

の
だ
ろ
う
か
。

 
試

み
に
、
『
江
談
抄
』
に
似

て
、
記
録
文
体
変
体
漢

文
と
漢
字
仮
名
混
じ
り
文
と
が
混
在
す
る
文
献
に
、
そ

の
間

の
様

子
を
窺

っ
て
見
た
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ハぬ
ゆ
り

 
ま
ず

は
、
『
中
外
抄
』
。
変
体
漢
文
体

で
記
さ
れ
た
部
分
で
は
、

 
 

四
月

二
日
着

冬
束
帯
由
承
候
如
何
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(康
治

二
年

五
月
七
日
)

 
 

於
御
前
被
仰

雑
事
次
仰

云
、
今
年
内
内
裏
造
作
事
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

(久
安

四
年
七
月

一
日
)

 
 

予
今
朝
参
入
砥
候
御
前
間
、
侍
共
葵
ヲ
く
さ
り
て
付
庇
御
簾
。 

 

 
 

 

 
 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

(仁
平
四
年
四
月
廿
七
日
)

の
よ
う

に
、

「
之
」
字
を
伴
わ
な

い
も

の
も
あ
る
け
れ
ど
、
大
多
数

は
、

 
 

任
大
臣
後
三
年
内

必
可
遂
之
由
令
存
由
被
示
。 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

(保
延
四
年
十

一
月
十
日
)

 
 

故
殿
御
時
令

砥
候
内
裏
給
之
時
、

只
於
里
第
供
之
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

(天
養

元
年
三
月
三
日
)

 
 

又
令
言
上
人
道
殿
之
処
、
不
知
食
。 

 
 

 
 

 

、 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

(久
安

四
年

八
月
廿
四

日
)

 
 

喰
切
御
剣
緒
之
条
、
無
極
怪
異

ニ
コ
ソ
ア
ナ

レ
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(仁
平
元
年
六
月
八

日
)

の
よ
う

に
、
連
体
装
定
句
末

に

「之
」
字
を
伴
う
。
漢
字
仮
名
交

じ
り
文
、
或

い
は
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
的
性
格

の
濃

い
部
分
に
お

い
て
は
、
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箸

ニ
テ
食
物

ハ
其
物
、
手
ニ
テ
食
す
る
物
ハ
其
物
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(康
治
元
年
十
月
十
三
日
)

 
 
山
大
衆
の
を
こ
り
た
り
け
る
時
に
、
衣
冠
を
し
て
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(康
治
二
年
四
月
十
八
日
)

 
 
御
お
ろ
し
罷
出
蔵
人
所
た
り
け
る
嘲

ハ
、
八
幡
別
当
清
成
参
入
し
て
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(久
安
六
年
十

一
月
十
二
日
)

 
 
匡
衡
か
家

二
侍
け
る
老
尼
女
房
、
今
日
の
馬
見
ト
テ
出
立
け
る
間

二
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(久
安
四
年
五
月
廿
三
日
)

 
 
其
事
ハ
棄
事
有
と
令
書
給
た
る
故
也
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(久
安
四
年
五
月
廿
三
日
)

 
 
還
テ
我
見
由
を
云
を
も
時
人
不
信
き
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(久
安
四
年
五
月
廿
三
日
)

 
 
鷹
好
者
堆

二
成
テ
、
鷹
二
恐
タ
ル
由
ヲ
聞
シ
カ
バ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(久
安
六
年
八
月
廿
日
)

 
 
学
文
せ
さ
せ
給

へ
き
様
ハ
、
紙
三
十
枚
ヲ
続
テ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(久
安
四
年
七
月

一
日
)

 
 
女
房
の
ヘ
ニ
つ
く
る
様
ハ
、
面
サ
キ
ハ
赤
ク
、
め
く
り
は
に
ほ
ひ
さ
ま
に
う
す
く
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(久
安
ロ
年
八
月
九
日
)

な
ど
の
よ
う
に
、
連
体
装
定
句
末
に

「之
」
字
を
伴
わ
な
い
。
ま
し
て
、
「の
」
字
の
現
わ
れ
る
事
も
、
無
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ハだカリ

 
次
に
、
『
富
家
語
』。
や
は
り
、

 
 
御
前
初
令
参
院
給
日
、
錐
為
宰
相
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(久
寿
三
年
正
月
)

 
 
然
而
御
堂
法
成
寺
無
量
寿
院
壇
築
事
、
被
用
件
日
之
様
所
覚
也
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(保
元
一二
年
)

 
 
如
案
、
二
条
殿
令
誕
生
給
所
也
ト
有
仰
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(応
保
元
年
)

 
 
還
御
後
令
渡
御
樋
殿
給
間
、
令
顛
倒
給
テ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(応
保
元
年
)

の
よ
う
に
、
変
体
漢
文
体
で
記
さ
れ
た
部
分
で
も
、
連
体
装
定
句
末
に

「之
」
字
を
持
た
な
い
用
例
も
あ
る

一
方
で
、

 
 
依
繊
気
不
令
進
御
書
給
之
由
院
令
申
給
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(仁
平
三
年
)

 
 
如
本
奉
居
之
後
、
連
々
凶
事
不
吉
事
出
来
テ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(保
元
二
年
)

『
曽
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伝
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の
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」
例
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貞
任
首
被
渡
日
此
旨
ヲ
申
宇
治
殿
之
処
、
死
人
首
不
能
見
者
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(永
暦
元
年
)

変
体
漢
文
体
連
体
装
定
句
末
に
は

「之
」
字
を
置
く
事
を
普
通
と
す
る
け
れ
ど
、

 
 
六
条
右
府
頭
ヲ
カ
キ
テ
、
ア
ハ
レ
此
所
ハ
サ
思
ツ
ル
所
ヲ
ト
被
申
ケ
リ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(保
元
二
年
)

 
 
チ

、
リ
ウ
く

ド
鳴
ホ
ト

ニ
令
練
給
ケ
ル
ヲ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(保
元
三
年
)

 

 

木

折

二
立

廻

テ
帰

入
時

、

下
襲

尻

力

ヘ
ル
也

。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(保

元
三

年
)

 

 

堀

川
大

臣

ハ
ハ

コ
エ

ニ
入

ハ
イ

タ

キ
事

也

ト

テ
可

入

ヨ

シ
頻

被

申
。 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(応

保

元
年
)

変
体

漢

文

的

性

格

の
薄

く

、
漢

字

仮

名

交

じ
り

文
、

或

い
は
漢

字

仮

名

交

じ
り

文
的

性

格

の
濃

い
部

分

に

お

い
て

は
、

「之

」
字

や

「
の
」
字

を
連

体

装

定

句

末

に
持

た
な

い
。

 

こ
れ

ら

『
中

外

抄
』

『
富

家

語
』

両
資

料

に

お
け

る
、

仮

名

交

じ

り

文
中

で

の
連

体

装

定

句

末

で

の

「之

」
字

不

使

用

は
、

こ

の
字

が
、

未

だ
、

こ

の
構

造

中

で

は

「
の
」

と

し

て

の
読

み

も
助

詞

「
の
」

と

し

て

の
文
法
的

機

能

も
、

獲

得

し

て

い
な

か

っ
た

こ
と
を

示

し

て

い
る

の
で

は
な

か

ろ

う

か
。
 

 

 

'

 

そ

れ

で
は
、

抑

も

、

「之

」
字

は
、

変

体
漢

文
体

文
脈

中

に

お

い

て
、

如

何
な

る
機

能

を

果

た

し

て

い
た

と
考

え

ら
れ

る

の
か
。

 

本
稿

前

節

に
引

い
た

よ

う

に
、

「
必
ず

し
も
特
定

の
国
語

に
対

応

す

る
と

は

認

め
ら

れ
な

い
漢

文

の
助
字

と
見

る

べ
き

も

の
」

(同

氏

『
変

体

漢

文
』
)

の

}
つ
に

「
之
㌧

字

を

挙
げ

ら
れ

た
峰

岸

氏

は
、

更

に
続

け

て
、

 

 

 

「之

」
字

が

文

中

に
用

い
ら

れ

る

場
合

、

そ

れ

は
、

名

詞

を
修

飾

す

る
語

乃

至
語

句

を

受

け

て
、

そ

れ
ら

が
連

体

修

飾

の
職

能

を
有

す

 

 

る
も

の

で
あ

る

こ
と

を

示

す
。 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

(同
氏

『
変

体

漢

文
』
)

と
述

べ
ら

れ

て

い
る
。

ま

た
、

高

山

寺
本

『
古

往
来

』

の
漢
字

用
法

を

分

析
な

さ

っ
た
峰

岸

氏

は
、

「
所
」
字

が

連
体

修

飾

語
と

な

る
場

合

、

 

 

 

ノ
 
タ
ル
メ
サ
レ
 
 
 
 
 
 
 ノ
ヶ
テ
カ
ク
 
 ト
リ
ヘ
ノ
サ
ネ
 
ニ
 
 ノ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
マ
サ
カ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ
 
 
 
 
ヲ
 
 
 
 
 
 
 
ノ
 
ル
ヘ 
 
 
 
 
 
カ
セ
ノ

 

 

○

所
被

召

稻

(
25
) 

附

脚

力

鳥

部

眞
成

一所

邑
被

仰

下
貴

従

晴
雅

之
事

(
49
) 

所
二
苅

一稻

三

(
72
) 

所

三
被

二
仰

一吉

仁

殺

害
之

由

(
86
)
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ネ
ノ
 
 
ノ
 
リ
 
ム
ル
 
 
 
 
ノ
 
 
 
 
 
 
ノ
 
ノ 
ノ
ブ
エ
 
 
 
 
 
 
 ノ
 
 
 
ヶ
ウ
 
 
 ヲ
 
 
 
 
 
 
 ノ
 
ヘル
 
 サ
ソ
 
 
 
 
 
 
 ノ
 
 
レ
タ
ル
 
ハ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ
 
ス
ル

 

 

 

年

来

所

預

収

一稲

米
等

ハ
97
) 

所

聞
御

笛

(
631
) 

所

習

聖
教

法

文

(
鵬
) 

所

賜

車禅

札

(
悩
) 

所

三
被

 

賜

一雑
物

等

(
肥
) 

所
進

 

 

 

 

 

カ
 
 
 
 ノヨ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ノ 
 
 
 
 
 

ノ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ
ク
ノ
ノ
 
ク
ヨウ
エ
ノス
ル
 
ノ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ
 
ス
ル

 

 

八
丈

拾

疋
御

返
抄

(
482
)

所

望

之
事

(
㎜
)

所

被
仰

一御

願

之
事

(
謝
) 

世
俗

所
二
興

宴

一
房
前

之
桃
花

(
脚
)、

所
命

一牛

車

(
姻
〉

 

 

 

 

 

ノ

 

 

 

今

年

所

作

一早
苗

(
824
)

 

 

こ
れ

ら

を
通

覧

す

る

に
、
同

じ

く
連

体
修

飾

語

を
構

成

す

る

場
合

で
あ

っ
て
も
、

修
飾

さ

れ

る
名

詞

の
直
前

に

「
之
」
字

を
使

用

し
な

い

 

 

点

が

注

目
さ

れ

る
。

「所
望
之

事

」

の

「所
望

」

は

既

に

一
語

化

し

て

い
た

の
で
あ

ろ

う
。

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

(同
氏

『
平
安

時

代

古

記
録

の
国

語
学

的

研

究

』
)

と
さ

れ
、

連
体

修

飾

を
構

成

す
る

「所
」
字

と
、
そ

の
上

接

の
連

体

修

飾

句

と

の
間

に
は

「之
」
字

を
挿

入

し
な

い
現
象

を

報
告
さ

れ

て

い
る
。

 

 

次

に

記
録

体

に

は
文

章

の
展

開
す

る
姿

に

特

徴

が

み
ら

れ

る
。

ま

ず
最

初

に
意

味

を

理
解

し

て
後

適

当

に
読

下

さ

れ
、

読

下

す

こ
と

に

 

 

よ

っ
て
言

葉

は

確
定

す

る
。

こ
れ

は
仮

名
を

主

と

す

る
表

音

式

の
文
章

が
、

ま
ず

読

下
す

こ
と
が

理
解

の
前

提

と
な

る

の
と

は
相

違

す

る

 

 

と

こ

ろ

で
あ

る
。

後
者

は
線

条
的

で
あ

り
音

楽

的
情

緒

的

で
あ

る

に
対

し

て
、

記
録
体

は
非
線

条
的

絵

画

的

で
あ

っ
て
映

画

の
展
開

に
似

 

 

た

趣

が

あ

る
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(松

下
貞

三
氏

『
漢

語

受

容

史

の
研
究

』
)

の
よ

う

な

、

記

録

文

体

の
特
徴
を

勘

案

す

る
な

ら
ば

、

「絵

画

的

」
表

現
に

お

い
て
、

「之

」
形

態

は
、

㎞
般

の

「文
字

」
と

い
う

よ

り

は
、

連

体

装

定

句

の
区

切

り

「記

号
」、
上

接
部

分

が
連

体

装
定

句

で
あ

る

こ
と
を

示
す

「
記
号
」

で
あ

っ
た

と
解

釈

す

る

の
が

妥

当

で
あ

ろ

う

。

「絵

画

的

」

に

「記

号

」

で
あ

る
以
上

、

そ
れ

は
、

文
字

と

し

て

の
平

仮

名

「
の
」
字

に

は
代

り
得

な

い
形

態

で
あ

っ
た

筈

で
あ

る
。

 

先

の

『
玉
葉

』

や

『
江

談
抄
』

の
仮

名

混

じ
り
表

記

部

分

へ
の

「之

」
混

入
用
例

も
、

そ

う

し
た

「記

号
」

と

し

て

の
使

用

例

と
考

え

ら
れ

な

い
だ

ろ

う

か
。

「
之
」

が
、
変
体

漢

文
体

表

記

の
中

で
、

そ

う

し

た

「記

号

」
と

し

て

の
機
能

を

十

分

に
備

え

て

い
た
結

果

と

し

て
、

同

一

文

献

の
仮

名

交

じ

り

表

記

部
分
に

も
現

わ
れ

得

た

の
だ

、

と
解

す

る

の
で
あ

る
。

峰

岸

氏
御

指

摘

『
玉
葉

』

建

久

二

年

=

月

二

一
日
条

の

「居

こ

ほ
れ

た

る
之

由

」

と
い
う

用

例

は
、

し
た

が

っ
て
、

「連

体

形

+

の
+
体

言
」

構
造

の
用
例

と

し

て
未

だ

し

の
も

の

で
あ

る

、

と
考

え

『曽
我
』
伝
本
中

の

「誤
用
」
例

少

々
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た

い
。

 

た
だ

し
、

既

に
古

く

、
仮

名

表

記

「
の
」

の
古

例

も
存

在

す

る
。

小
林

芳
規

氏

は
、

揚
守

敬

旧
蔵
本

『
将
門

記

』

用
例

に

つ
い

て
、

 

 

ノ

ニ

ス
ル
ノ
ヨ
ンヲ
レ
テ

ノ

ニ

ン

ハ
ヌ

 

 
件

介

無

道

合

戦

之

由

触

於

在

地

国

一日

記
已

了

 

 
 

 

 

 
 

 
マ
タ
ユ
キ
ノ
 
 
 
 
ラ
 
カ
ネ
テ
ミ
テ
 
ス
ル
ヲ
ス
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ム
ト
 
ヲ
 
ノ
 
 
 
ヲ

 

 
前
-
司

大
仲

臣
完
-
行
朝

臣
等

、
兼

見

欲

[擬

ル
]

(後
補

)

奪

国

●
之
気
色

●
(
「
ノ
」

「
ヲ
」

後
筆

か
)

 

 

の

二
例

は
疑

問

例

で
あ

る
。

同

箇

所

を
真
福

寺

本

は

「
之
」
字

を
無

訓

に
し

て
あ

る
。

二
番

目

の
例

は
後

補

の
筆

ら

し

い
。

本

書

が
草

稿

 

 

で

あ

り
、

他

の
多

数
例

が
無

訓

で
あ

る

こ
と

か

ら
考

え

る

と
、
或

い
は
何

か

の
誤

り
か

も

し
れ

な

い
。

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

(同

氏

「『
花

を

見

る

の
記
』

の
言

い
方

の
成

立

追
考

」

(『
文
学

論

藻

』
第

一
四

号

所
収

)

と

疑

義

を

提

出
な

さ

つ
て

い

る
。

こ

の
二
用
例

の
前
者

に

つ
い
て
、

築
島

裕

氏

も
、

 

 

こ
れ

は

「合

戦

ス

ル
由

」

「合
戦

ノ
由

」

と

い
ふ

二
種

の
訓
法

か

も
知

れ
な

い
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(
同
氏

『
平

安

時

代

語
新

論
』
)

大

坪

併

治

氏

も

、

 

 

真

福

寺

本

『
将

門

記
』

承
徳

三
年

点

は
無

点

で
読

ん
だ

や

う

で
あ

り

、

小
林

博
士

も
疑

問

例
と

し

て
ゐ
ら

れ

る
。

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

(同
氏

『
平
安
時

代

に

お
け

る

訓
鮎

語

の
文

法

』
)

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 
ハだ
ね
り

と
さ

れ

て

お
り

、

疑

問

の
残

る
用

例

で
あ

る
。

 

岩

井

良

雄

氏

は
、
『
今

昔

物

語
集
』

中

に
、

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
ハお
セ
 

 

 

後

目

タ
禿

キ

ノ
言

バ

ヤ

と
あ

る

用
例

に

つ
い

て
、

 

 

連

体

形

に

は

「が

」

が
付

い

て
、

「
の
」

の
添

う

こ
と

は
普

通

で

は
な

い
。

「如

キ

ノ
」

は
、
集

中

少
な

く

は

な

い
が

、

「後

目
タ

無

キ

ノ
」

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 
な

 

 

は

孤
例

で
あ

る
。

「後

目
タ
無

ノ
言

ヤ
」

と

あ

る

べ
き

所

で
あ

る
が

、
さ

り
と

て
誤

記
誤

写

と

し

て
否
定

す

る

こ
と

は

で
き

な

い
。
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と
さ

れ

て

い
る

が

、
当

該

本
文

に

つ
い
て
、
岩

波

書

店
刊

日
本
古

典

文

学
大

系

校

注
者

は
、

 

 

「後

目

タ
無

キ
言

バ

ヤ
」
と

「後

目

タ
無

ノ
言

バ

ヤ
」

と

の
混
清

に
基

く
表

現
。

と

し

て

お

り
、

慎

重

な

扱

い
が

必

要

で
あ

ろ

う
。

三

(同
氏

『
今

昔
物
語
集

語
法
考
』
)

 

一
つ
の
表

現

類
型

と

し

て
の
、

或

い
は
更

に
進

ん

で
構

造

類
型

と

し

て

の
位

置

を
獲

得

し

て

い
た
と

し

て
も
、

「連

体

形

+

の
+
体

言
」

表

現

は

、
連

体

形

の
、

そ

し

て
助

詞

「
の
」

の
、

現
代

語

に
至

る
文
法

機

能

の
史

的

変
遷

の
中

で
は
、
中

世
期

に
お

い
て
も

、

依
然

と

し

て
、
破

格

的

で

あ

る
と

言

わ

ざ

る
を
得

な

い
。

ロ
ド

リ
ゲ

ス

『
日
本

大

文
典

』

に

お

い
て
、

「主

と

し

て
書

き
言

葉

」
と

記

録

さ

れ

て

い
る

こ
と

か
ら

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

ハな
お
 

も

、

室

町
末
期

の

日
本

語

に
お

い
て
も
、

当

該

用

法

が
限
定

的

な

も

の
で

し
か
な

か

っ
た

こ
と

が
伺

わ

れ

る
。

 

 

動

詞

に
直

接

す

る
属
格

 

 
 

○

主

と

し

て
書

き

こ
と

ば

に
於

い

て
,
例

え
ば

,
団
o
×
μ
(由

)
,
〉
覧
㊤

(間

)
,
O
ろ

(条

)
,
嶋
ξ

㊦

(故
)
,
日
0
8
岩

(処

)
,
弓
o
目
o
σq
葭

㊤

 

 

(輩

)
等

の
如

き

一
種

の
実

名

詞

が

動

詞

に
続

く

場
合

に

は
,

動

詞

の
直

後

に
格

辞

の

Z
。

(
の
)

を

添

へ
る
。

例

へ
ば

,
o自
昌

o
ρ
`
日
o

 

 
網
o
×
 
(す

べ
き

の
由

)
,
O
譜

`
げ
o
ρ
巳
昌
o
舘
島
缶

(書

く

べ
き

の
間

)
,
竃

2
歪

昌
o
σq
δ
 
(参

る

の
条
)
,
×
客
㊤
σq
α
昌
0
8
8
岩

目

(従

ふ

の
処

 

 

に
)
。

 

 

 

日
9。
。
ゲ
 日
碧

匿

×
暮

ξ

鐸
0
8

σQ
ロ
歪

昌
o
矯
ξ

o
昌
弩

け

(
忽

ち

宿

意

を

遂

ぐ

る

の
故

也

)

「式

目

」

(×
5
目

日
o
o
ロ
)

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 
ハあ
ム
 

 

 
 

ω
o
昌
0
6
ゴ
o匿

8
器
∈
o
×
弓
節
N
9
歪

昌
o
気
o
×
眞
伜
o
.
(そ

の

父

こ
れ
を

知

ら
ざ

る

の
由

,

云

々
)

同
前
。

 

た

だ

し

、

「破

格
的

」

と

い
う

判

断

は
、

平
安

期

か
ら

現

代

へ
と

至

る

日
本

語

の
連

体

法

や

助

詞

「
の
」

の
歴
史

を
、

い
わ

ば

直

線

的

に
結

『曽
我
』
伝
本
中
の

「誤
用
」
例
少

々
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び

つ
け

た

場
合

に

可
能

と

な

る
ば

か

り

で
あ

り
、

中

世
期

、

そ

れ

は
、

確

か

に
存

在

し

て

い
た

し
、

明
治

時

代

に

至

っ
て
も
、

書

き

言

葉

に

お

い
て
、

許

容

さ

れ

て

い
る
。

 
鎌

倉

期

か

ら
室

町
期

に

か

け

て
、

そ
う

し
た

語
法

の
成

立

を

見

る

ま

で

の
長

期

に

亘

る
、

そ

の
過

渡

期

に
、

『
曽

我

物

語

』
諸

伝

本

が
成

立

を

見
た

の
で
あ

る

な

ら
ば

、

『
曽

我

』

諸
本

中

に
見

出
さ

れ

る

「連

体

形

+

の

+
体

言

」
用

例

の
文
法

的

判

断

も
、

「
誤
用

・
破

格

」

か

ら

「正

用

・
正
格

」

ま

で

の
幅

を

持

ち

、
本

文

の
確

定

(校

合
)

に
際

し
て

の
障

碍

と
も

な

る
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

、

 

け

れ

ど
、

一
方

で
、

「連

体

形

+

の

(之

)

+
体

言
」

語

法

を
、

諸

伝

本

の
或

い
は
諸
章

段

の
性

格

を

計

る
、

一
つ
の
指

標

と

し

て
利

用

す

る
事

も
、

ま

た

、

図

ら

れ

て
よ

い

の

で
は
な

か

ろ
う

か
。

即

ち

、
変

体

漢

文

領
域

と

の
人
的

な

(無

論

、

同

一
人

物

の
場
合

も
含

め

て
。
)
、

ま

た

文
献

的

な

交

流

の
も

と

に
成

立

し

た

語
法

で
あ

る
な

ら
ば

、

そ
う

し
た

交
流

や

背
景

と

の
、

い
わ
ば

「距
離

」

の
よ

う
な

も

の
を
窺

い
得

る

か

も
知

れ
な

い
だ

ろ

う

し
、

ま

た

、
鎌

倉

か
ら

室

町

へ
の
期

間

を
掛

け

て
仮
名

交

じ

り
文

へ
も
浸
透

し

て
行

く
語

法

で
あ

っ
た

な

ら
ば

、

或

い

は
時

代

の
特

徴

の
よ

う
な

も

の
を

見

出

せ

る
か

も
知

れ

な

い
。

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 
ハた
ゐ
リ 
 
 
 
 
 
 
ハは
オ
ソ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 な
カ
リ 
 
 
 
 
 
 
 
 
ハな
 
ね

 

本
稿

で
は
、

試

み

に
、

真

名

本

、

太

山
寺

本

、
、
南

葵

文

庫
本

十
行

古

活
字

本

、
各

本

に
於

い
て
、

「連

体
形

+

の

(之
)

+
体

言

」
構

造

に

関

連
す

る
用
例

を

扱

っ
て
み

よ
う

と

思

う
。

 

先
ず

、
太

山
寺

本

に
お

け

る

「活

用

語
連

体

形

+

の
+
体

言
」

構
造

の
用

例
。

 
 

鶴

の
本

白

に

て
矧
ぎ

た

る
、

白

の
持

へ
た

る

の
矢

、
筈

高

に
負

い
な

し

こ
の
部

分
、

真

名

本

で

は
、

 
 

の 
 
 
の 
 
 
タ
ル
 
ン
へ 
 を

 
 

鶴

本
白

九
差

負

レ
矢

南

葵

文
庫

本

で
は
、

 
 

つ
る

の
も

と

し

ろ

に

て
は
き

た

る

し

」
の
こ
し

ら

へ
の
し

Σ
や

は

き
た

か

に

お

ひ
な

し
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十
行
古

活
字
本

で
は
、

 
 
鶴

の
本
白

に
て
は
ぎ
た
る
白

こ
し
ら

へ
の
鹿
矢

、
筈
高

に
お

い
な

し

と
な

っ
て
お
り
、
太
山
寺
本
の
み
に
、
当
該

「
の
」
用
例
が
見
ら
れ

る
。
次

の
用
例
も
、
同
断

で
あ
る
。

 
 
叶

は
じ
と

の
御
謎
を
、
重
ね

て
申

し
上
ぐ
る

の
条
、
恐
れ
多

く
候

へ
ど
も

真
名
本

に
は
当
該
章
段
自
体
が
無

く
、
南
葵
文
庫
本

で
は
、

 
 

か
な
は
し
と

の
御

や
う
、
か
さ
ね

て
申
上

て
う
お
そ
れ

に
て
候

へ
と
も

十
行
古

活
字
本

で
は
、

 
 

か
な
は
じ
と

の
御
謎
、
か
さ
ね

て
申
あ
ぐ
る
條
、
お
そ
れ

に
て
候

へ
ど
も

と
な

っ
て
い
て
、

や
は
り
、
太
山
寺
本

の
み
が
、
当
該

「
の
」
を
持

つ
。

 
南

葵

文
庫
本

の
み
に
存
す
る
用
例

と
し
て
、

 
 

こ
ん
に
ち

の
人

々
の
ぞ
せ
う
御
き

墨
入
候
は

㌧
、
か
し

こ
ま
り
そ
ん
す

へ
き

の
よ
し
か
た
く
申
け
に
候
。

当
該
章

段
が
真
名
本

に
は
、
や
は
り
、
無
く
、
十
行
古
活
字
本

で
は
、

 
 
今

日

の
人

々
の
訴

訟
御
き
」
い
れ
候
は
ば
、
か
し

こ
ま
り
存
ず

べ
き
よ
し
、
か
た
く

申
げ

に
候

と
な

っ
て
い
る
。
先

の
太
山
寺
本

の
み
に
存
す

る
用
例
も
含

め
て
、

以
上

の

「
の
」
用
例
は
、
全

て
真

名
本

に
は
確
認

で
き
な

い
。
抑

も
、
章

段
自
体

を
真
名
本
が
欠

く
も
の
も
あ

る
。

 
真
名
本
を
基

と
し
て
仮
名
本
が
増
補
さ
れ
た
、
と
す
る
知
見
に
合
致
す
る
も

の
か
。
ま
た
、
増
補

に
携
わ

っ
た
人
物
と
変
体
漢
文
文
体
と

の

関
わ

り
を

示
唆
す

る
も

の
か
。

 

そ

の
真
名
本

に
は
、

「之
」
字

の
用

い
方

に
、
極
め

て
明
確
な
特
徴
が
見
出
さ
れ
る
。
本
稿

で
先
に
記
し
た
よ
う
に
、
変
体
漢
文
体
殊
に
記

 
 
『
曽
我
』
伝
本
中
の

「誤
用
」
例
少
々
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録

文

体

で

は

、

連

体

装

定

句

末

に

、

「
記

号

」

的

な

「
之

一

が

置

か

れ

る

事

が

多

い
。

に

も

か

か

わ

ら

ず

、

真

名

本

に

は

、

そ

う

し

た

「
之

」

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハな
リ
リ

の
使

用

が

確

認

で

き

な

い

の

で

あ

る
。

変

体

漢

文

体

・
記

録

文

体

に

特

徴

的

な

形

式

名

詞

の
多

用

さ

れ

る

本

文

で

あ

る

に

も

か

か

わ

ら

ず

、

で

あ

る
。

 

 

 

 

 

に
 
 
 
 
す
る
 
か
 
鯛

 
 
 
に
 
 
の
 
 
 
 
醜
臣
て

 

 

内

々
心

中

有

二
存

旨

一間

、

為

レ
兄
有

忠

由

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

は
 
 
 
 
 
 
キ
 
 
モ
サ

 
 
 
に
 
 
 
 
ら
む
と
ル

 

 

俣

野

可

レ
取

元

レ
敵

間

、

既

欲

レ
入

 

威

 

 

は
 
 
 
 を
 
 
 
 
 
の
 
ノ 

 
 
 
 
 か
 
セ
ノ 
ナ
レ
は

 

 

思

二
往

事

一
、

先

祖

通

跡

、

旧

徒

住

境

 

 

 

 

 

 

 

て
 
セ
ノ
 

 

 

な
る
 
 
の 
な
り

 

 

妙

国

土

物

、

定

奏

嘲

、

可

レ
有

二
疑

怠

一

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ニ
   
   
   
   
    
   
   
   
   
   
ま
  
   
   
   
   
   
    
ニ

 

 

 

 

 

か

ノ
 

 
に

 
 

 

 
 の

ノ
 

 

 
の

 
 と

も

 

 

 

 
 を

 
 よ

 

 

 

 
 の

 

 
 は

 

 

 

の

 

 

七

人

童

女

随

二
主

君

一劇

、

后

妃

成

二
玉

津

嶋

明

神

一嘲

不
レ
嫌

二
谷

峰

一
行
租

、

主

従

三

人

女

房

達

真

名

本

に

お

い

て

「
之

」

字

は

、

次

の

よ

う

に

現

わ

れ

、

訓

じ

ら

れ

て

い

る
。

 

 

て
 
 
に
 
 
 
を
も
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
す

 

 

依

レ
之

此

君

亦

難

二
差

置

一
思

食

 

 

て
 
 
 
 
に
 
 
ノ
ノ
 
を
 
 
 
む
 
 
 
 
を

 

 

任

二
勅

命

一
罰

レ
之

、

極

二
勲

功

一

 

 

 

 

 

の

に

に

カ
リ
ノ

な
り

 

 

女

人

往

生

手

本

在

レ
之

、

誠

貴

 

事

共

貴

重

古

典

籍

叢

刊

『
妙

本

寺

本

曽

我

物

語

』

中

で

、

 

 

て
 
 
に
 
 
 
の
 
の
 
の
 
 
 
 
 
の

 

 

依

レ
之

後

白

河

院

之

第

二
御

子

本

文

に

対

す

る

校

訂

注

に

、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・

 

 

真

名

本

『
曾

我

物

語

』

で
連

体

格

を

表

は

す

辞

と

し

て

「
之

」

を

用

ゐ

た

例

は

非

常

に

少

な

い
。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の
 
の
 
 
 
 
 
に

 

 

 

 

巻

第

三

、

廿

四

オ

一
行

(
五

九

頁

一
行

)

武

蔵

国

之

住

人

 

 

 

 

巻

第

十

、

十

八

オ

一
行

(
一
九

九

頁

五

行

)
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の 
 
 
 
 
 
へ

 
 

 

 

 

 
 

筥

根

之
別
当
坊

 
 

こ

の
様

な

例

は
稀

に
あ
る
が

、

活

用

語

を
含

む
連

文
節

の
体

言

を
修

飾

す

る
場
合

に

「之

」
を

使

用

し
た

例

は

発
見
さ

れ
な

い
。

と

あ

る

通

り
、

確

か

に
、

蓮

体
形

+

之

+
体

言

」
構

造

は

見

出
し

得
な

い

の
で
あ

る
。

「
こ
れ

」

「
こ

こ
」

と
読

ま

な

い
の

は
、

他

に

、

 
 

に 
 
 
 
 
 
 
 
 て
 
か
 
の 
 
 を

 
 

何

況
庭

弱

之

以
我

身

有
様

が

見
出

し

う

る
く

ら

い

で
あ
る
。

一
見
、

「連

体

形

+
之

+
体

言
」

用
例

か

の
如

き

 
 

以

三
千

余

騎
勢

押

寄

石
橋
城

責

之
間

に

も
、

 
 

て
 
 
 
 
 
 
 
 
の 
を
 
 
 
 
 
ノ 
 
 
の
 
 へ 
 
 
 
 
を

 
 

以

三
二
千

余

騎
勢

'押

二寄
石
橋

城

一責
レ
之

間

と

の
訓

が

つ
い
て

い
る
。

現
存
真

名

本

本

文

或

は

そ

の
付

訓

の
性
格

を
、

用
字

用

語

の
面

か

ら
、

改

め

て
分
析

す

る

必
要

が

あ

り

は

し
な

い
だ

ろ

う

か

。

後
考

に
期

し
た

い
。

 

最

後

に
、
古

活

字

十

行
本

 
 
薗
美
庄
と
妻

は
、
蔚
美
入
道
寂
心
に
て

 
 

 

 
ハに
ゆ
り

と

、
東

大

本

 
 

く

ず

み

の
し
や

う

と

が
う
す

る

の
ほ

ん

し
ゆ

は

く
ず

み

の
に
う

だ

う
じ
や

く

し

ん

に

て
あ

り
け

る
。

と

に
あ

る
用

例

に

つ
い
て
。
真
名
本

で
は
、

 
 

す
 
 
の 
と
 
 
 
 
 を
は
 
 
 
 
 
の 
 
 
 
 
 
 
と

 
 

号

二美

荘

叫
本

主

申

三
南
美
入

道

寂

心

一

太

山
寺

本

で

は

 
 

蕎

美

荘

と

号
す

。

件

の
本
主

は

南
美

入
道
寂

心

に

て

 
 

『
曽
我
』
伝
本
中

の

「誤
用
」
例
少

々
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4

と
あ

る
。

「号
す

る
本
主
」
と

い
う
連
体
装
定
は
、

こ
の
文
脈
で
は
意
味
的
に
不
適
切
で
あ
る
し
、
岩
波

日
本
古
典

文
学
大
系
当
該

頭
注
に
、

 
 

「号
す
。

か

の
本
主
は
」
か
。

と
あ
る

の
に
従

い
、
本
稿

で

の

「連
体
形

+
之

+
体
言
」
構
造

の
用
例
と

し
て
は
採
ら
な
か

っ
た
。

注

に
記

し
た
参
考
文
献
以
外
め

み
を
挙
げ

る
。

 
御

橋
恵

言
氏

『
曽
我
物
語
注
解
』

 
栃

木
孝
惟

氏
他
編

・『
曽
我

・
義
経

記

の
世
界
』

 
村
上
学
氏

『
曽
我
物
語

の
基
礎
的

研
究
』

 

注

(注
1
)

体
言
に
下
接
し
て
の
準
体
用
法
は
古
く
か
ら
存
在

し
た
。
柳
田
征
司
氏

「無
名
詞
体
言
句

か
ら
準
体
助
詞
句

(
「白
く
咲
け
る
を
」
か
ら

「白
く

 

咲

い
て
い
る

の
を
」
)

へ
の
変
化
」

(『愛
媛
大
学
教
育
学
部
紀
要
第

H
部
人
文

・
社
会
学
』
第

二
五
巻

二
号
所
収
)
等
に
、
そ
の
連
絡
が
が
分
析
さ
れ

 

て
い
る
。

(注
2
)

引
用
は

『
本
居
宣
長
全
集
』
に
よ
る
。

(注
3
)

浅
見
徹
氏

「絶
え
む
の
心
わ
が
思
は
な
く
に
1
陳
述
を
め
ぐ
る
問
題
ー
」,
(『萬
葉
』
第
三
三
号
所
収
、
)。

(注
4
)
,
十
行
古
活
字
本

人
岩
波
書
店

日
本
古
典
文
学
大
系
)
『
曽
我
物
語
』

に
も
、

 
 
 
 

・
そ
も
く

、
薬
を
ゑ

て
、
服
せ
ず
し
て
死
せ
ん
の
事
、
毘
需
山
に
行
て

 

の
よ
う
な
例
を
見
る
。

(注
5
)

山
田
孝
雄
氏

『
漢
文

の
訓
読

に
よ
り
て
伝

へ
ら
れ
た
る
語
法
』
、
ま
た
、
同
氏

『
国
語
の
中
に
於
け
る
漢
語
の
研
究
』
参
照
。
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(注
6
)

文
末
の
助
字

「之
」

に

つ
い
て
は
、
山
田
氏
以
外
に
、
た
と
え
ば
、
西
宮

一
民
氏

『
日
本
上
代
の
文
章
と
表
記
』
、
小
林
芳
規
氏

『
平
安
鎌
倉
時

 

代

に
於

け
る
漢
籍
訓
読
の
国

語
史
的
研
究
』
。
ま
た
、
大
野
峻
氏

「之
字
考
1

「
こ
れ
」
と
読
む
時
ー
」
(『
湘
南
文
学
』
第
七
号
)
、
藤

井
茂
利
氏

「推

 

古
朝
遺
文

の
文
末
表
記
に
用

い
た

『
之
』
」
に

つ
い
て
1
朝
鮮
漢
文
と

の
関
わ
り
に

つ
い
て
ー
」
(『
国
語
国
文
薩
摩
路
』
第

二
六
号
所
収
)、
同
氏

「万

 

葉
集
左
注

の
文
末

の

『
之
』

に
つ
い
て
1
朝
鮮
漢
文
と
の
関
連
に
於

い
て
ー
」
(『
国
語
国
文
薩
摩
路
』
第
二
七
号
所
収
)
、
同
氏

「風
土
記
に
見
え
る

 

文
末

の
助
辞

『
之
』
に
つ
い
て
ー

日
本
漢
文
の
表
記
法
を
め
ぐ

っ
て
ー
」

(『
国
語
国
文
薩
摩
路
』
第
二
九
号
所
収
)
、
山
本
秀
人
氏

「久
遠
寺
蔵
本
朝

 

文
粋
清

原
教
隆
点

の
訓
法

に

つ
い
て
1
助
字

の
訓
法
を
中
心

に
ー

」
(『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
第

一
四
輯
所
収
)
な
ど
も
。

(注

7
)

(
注

8
)

(
注

σ

)

(
注

10
)

(
注

11
)

(
注

12

)

小
林
芳
規
氏

『
平
安
鎌
倉
時
代

に
於
け
る
漢
籍
訓
読

の
国
語
史
的
研
究
』
所
引
玄
装
法
師
表
啓
平
永
久
点
。

小
林
芳
規
氏

「『花
を

見
る
の
記
』

の
言
い
方

の
成
立
追
考
」

(『
文
学
論
藻
』
第

一
四
号
所
収
)。

小
林
芳
規
氏

『平
安
鎌
倉
時
代

に
於
け
る
漢
籍
訓
読

の
国
語
史
的
研
究
』
に
更
に
詳
し
い
。

大
矢
透
氏

『
仮
名
遣

及
仮
名
字
体
沿
革
史
料
』
所
載
。
小
林
芳
規
氏

「『花
を
見
る
の
記
』

の
言

い
方

の
成
立
追
考
」
御
指
摘
に
よ
る
。

小
林
芳
規
氏

『平
安
鎌
倉
時
代

に
於
け
る
漢
籍
訓
読
の
国
語
史
的
研
究
』
等
。

小
林
芳
規
氏

「『花
を

見
る

の
記
』

の
言

い
方

の
成
立
追
考
」

(『
文
学
論
藻
』
第

一
四
号
所
収
)。
吉
川
泰
雄
氏

「形
式
名
詞

『
の
』

の
成
立
」

(『
日
本
文
学
教
室
』
第
3
号
所
収
)。

(
注

13
)

(
注

14

)

(
注

15
)

(注

16

)

(注

17

)

(
注

18

)

(注

19

)

吉
川
泰
雄
氏

「形
式

名
詞

『
の
』

の
成
立
」
御
指
摘
。
引
用
本
文
は
小
学
館
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
に
よ
る
。

引
用
本
文
は
小
学
館
新
編

日
本
古
典
文
学
全
集

に
よ
る
。

引
用
本
文
は
小
学
館
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
に
よ
る
。

和
漢

の
交
流
を
広
く
論
じ
た
研
究
は
枚
挙
に
逗
が
な

い
が

峰
岸
明
氏

『
平
安
時

代
古
記
録
の
国
語
学
的
研
究
』

引
用
本

文
は
岩
波
書
店
新
日
本
古
典
文
学
大
系
に
よ
る
。

引
用
本
文
は
岩
波
書

店
新

日
本
古
典
文
学
大
系
に
よ
る
。

、
例
え
ば
春
日
政
治
氏

『
古
訓
点
の
研
究
』
等
が
あ
る
。
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(注

20
)

引
用
本
文
は
岩
波
書
店
新

日
本
古
典
文
学
大
系
に
よ
る
。

(注

21
) 

『
将
門
記
』
に
お
け
る

「之
」
字
に
関
し
て
は
、
鈴
木
恵
氏

「真
福
寺
本
将
門
記
に
於
け
る
助
字

の
訓
法
と
読
添

の
方
法
」
(『
鎌
倉
時
代
語
研

 

究
』
第

一
二
輯
所
収
)。
な
お
、
小
学
館
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

で
は

『
将
門
記
』
中
の
当
該

「之
」
に
読
み
を
付
し
て
い
る
。

(注

22
)

本
文
は
岩
波

日
本
古
典
文
学
大
系

に
よ
る
。

(注
23
)

中
世
末
期
に
、
活
用
語

の
屈
折
的
性
格
に
大
き
な
変
化
が
生
じ

(浅
見
徹
氏

「屈
折
要
素

の
退
化
」
『
こ
と
ば
と
文
学
』
第
二
号
所
収
、
川
端
善

 

明
氏

「動
詞
活
用
の
史
的
展
開
」
『
講
座
日
本
語
学
』
第
二
巻
所
収
等
)
、
活
用
語
連
体
形
に
助
詞

「
の
」
が
下
接
す
る
準
体
法
が
成
立
す
る

一
方

で
、

 

連
体
形
が
形
態
的
に
体
言
に
連
な
る
形
で
あ
る
こ
と
を
主
た
る
機
能

で
あ
る
よ
う
に
な
る
と
、

「連
体
形
+
之

(の
)
+
体
言
」
構
造
は
、
殊
に
文
語

 

文
に
限
定
さ
れ
た
も

の
に
な

っ
た
で
あ
ろ
う
。

(注
24
)

土
井
忠
生
氏
訳
に
よ
る
。

(注
25
)

以
下
、
角
川
源
義
氏
編
貴
重
古
典
籍
叢
刊

『
妙
本
寺
本
曽
我
物
語
』
に
よ
り
本
文
を
引
用
す
る
が
、
山
岸
徳
平
氏
中

田
紀
夫
氏
解
題

『
真
名
本

 

曽
我
物
語
』
影
印
、
青
木
晃
氏
他
編

『
真
名
本
曾
我
物
語
』
を
適
宜
参
照
し
た
。

(注
26
)

以
下
、
引
用
本
文
は
、
村
上
美
登
志
氏
校
注

『
太
山
寺
本
曽
我
物
語
』
に
よ
る
。

(注
27
)

鈴
木
進
氏
編
著
未
刊
国
文
資
料

『
南
葵
文
庫
本
曽
我
物
語
と
研
究
』
に
よ
る
。

(注
28
)

岩
波
書
店
日
本
古
典
文
学
大
系

に
よ
る
。

(注
29
)

築
島
裕
氏

『
平
安
時
代

の
漢
文
訓
読
語
に

つ
き
て
の
研
究
』
、
峰
岸
明
氏

「平
安
時
代
記
録
文
献
文
体
試
論
ー
用
字
研
究
か
ら
の
試
み
ー
」

(『
国

 

語
と
国
文
学
』
昭
和
四
九
年
四
月
号
所
収
)
、
同
氏

「今
昔
物
語
集
に
於
け
る
変
体
漢
文

の
影
響
に

つ
い
て
ー

『
間
』

の
用
法
を
め
ぐ

っ
て
ー
」

(『
国

 

語
学
』
第
三
六
号
所
収
)、
山

口
佳
紀
氏

「今
昔
物
語
集

の
文
体
基
調
に

つ
い
て
ー

『由

(
ヨ
シ
)』

の
用
法
を
通
し
て
ー

」
(『
国
語
学
』
第
六
七
号
所

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

とニ
ろ

 

収
)
、
同
氏

「今
昔
物
語
集
表
記
法
管
見
」
(『
国
語
と
国
文
学
』
昭
和
四

一
年

一
二
月
号
所
収
)
、
小
山
登
久
氏

「公
家

日
記
に
見
え
る

『
所

(処
)
』

 

字

の
用
法
に

つ
い
て
ー
平
安
時
代

の
資
料
を
対
象
に
ー
」
(『
国
語
国
文
』
第
四
六
巻
第
四
号
所
収
)
、
小
川
栄

一
氏

「記
録
体
に
お
け
る
形
式
名
詞
『
由
』
」

 
 

(『
日
本
語
と

日
本
文
学
』
第

一
号
所
収
、
鈴
木
恵
氏

「和
化
漢
文
に
於
け
る
形
式
名
詞

の
新
生
と
分
化
に

つ
い
て
」

(『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
第

一
七

78



 

輯
所
収
)、
同
氏

「和
化
漢

文
に
お
け
る
時

の
形
式
名
詞
に

つ
い
て
」

(『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
第

一
八
輯
所
収
、

 

る

『
所

ノ
』
の
用
法
に
つ
い
て
」
(山
田
忠
雄
氏
編

『
国
語
史
学

の
為
に
』
第
三
部
所
収
)。

(注
30
)

鈴
木
進
氏
編
著
、
未
刊
国
文
資
料

『
曾
我
物

語

〔東
大
本
〕
と
研
究
』
に
よ
る
。

寒
河
江
実
氏

「今
昔
物
語
集
に
お
け

79

『
曽
我
』
伝
本
中

の

「誤
用
」
例
少

々


